
A．研究目的 
北海道ブロックのHIV感染症の診療水準の向上お

よびHIV感染者の早期発見・受け入れ施設の拡大を
目的とした。また、コロナ禍における研修・講習の
実施手法を構築することを目的とした 

B．研究方法 
北海道ブロック内の拠点病院へアンケート調査を

行い、患者動向、診療実績、活動状況を分析した。
なお、これらの調査は北海道との共同で行った。ま
た、当院における初診時のCD4数、病期、感染判明
理由につきコロナ禍以前と比較した。 

HIV診療に関する職種別研修会をWeb開催し、各
職種における診療水準の向上を図った。また、北海
道内の医療関連機関におけるHIV感染症の早期発
見・偏見の解消を目的として開催してきた出張研修
もWebを通じておこなった。 

さらに、行政とも連携して、受け入れ施設拡大を
目的とした各診療ネットワーク（歯科・透析・福祉
サービス）の充実を図った。 

（倫理面への配慮） 

アンケート調査や研修会でのデータ解析、症例呈
示においては、患者個人が特定されない等の配慮を
行った。 

C．研究結果 
1．北海道ブロックの患者動向および検査件数 

2021年12月末現在の北海道ブロックにおける新
規のHIV/AIDS患者数を図1に、年齢区分別患者数
を図2に示す。新規のHIV感染者は19名、AIDS発
症者は8名、計27名であった。年齢区分では、全例
男性で、30歳代が最も多かった。北海道の保健所等
におけるHIV抗体検査件数を図3に示す。2021年の
検査件数は1,076件であった。 

2．北海道ブロックの拠点病院および北海道大学病院
の診療実績と活動状況 
北海道内の各拠点病院のHIV/AIDS患者の診療状
況を表1に示す。現在患者がいない施設が5施設あ
り、HIV/AIDS患者の診療経験が全くない拠点病院
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北海道ブロック内の患者動向や各拠点病院の診療実績、活動状況を分析した。また、

北海道ブロック内でのHIV診療に関するWeb研修会の開催等によって、北海道内のHIV

の診療水準の向上を図った。2021年の北海道ブロック内の新規HIV感染者数は昨年と

同様に少なめに推移していたが、保健所等での検査件数が大幅に減少していることが

原因と考えられた。本年度も、COVID-19の感染拡大が続いていたため、研修会はす

べてWebを用いたオンライン研修や、講演動画をオンデマンドで配信する形態でおこ

なった。北海道HIV診療ネットワークは、行政とも連携して徐々に拡大してきている

ものの、一般医療機関でのHIV感染者の診療拒否はいまだに少なからずみられており、

啓発活動の強化が必要と考えられた。今後もコロナ禍に対応しつつ北海道におけるHIV

医療体制の整備を進めていく予定である。 

研究要旨

北海道ブロックのHIV医療体制整備 
ー北海道ブロックのHIV医療体制の整備に関する研究ー 

研究分担者    豊嶋 崇徳 
北海道大学大学院医学研究院内科系部門内科学分野血液内科学教室 教授 

研究協力者    遠藤 知之 
北海道大学病院・血液内科 診療准教授

1



HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

11

も2施設あった。地域別患者数は、これまで同様、
道央・道南地区が81.9%と最も多く、道東地区が
8.5%、道北・オホーツク地区が9.4%であった。ま
た、道内全体の59.3%の患者が北海道大学病院に通
院していた。 

北海道大学病院のHIV患者数の推移を図4に示
す。2021年は転居も含めた当院の新規患者は28名
で、累計547名となった。また、2021年12月末時点
での定期通院患者は367名となった。 

新規未治療患者の背景をCOVID-19の感染拡大前
の2019年（令和元年）と比較した結果を図5に示
す。初診時のCD4数が200未満の症例の割合には一
定の傾向がみられなかったが、AIDS発症例は、
COVID-19の感染拡大前の2019年が22%、2020年は
38%、2021は26%であり、COVID-19の感染拡大後
の方がやや多い傾向があった。感染判明理由は、保
健所等での自発検査で判明した患者が半減している
一方で、献血時検査により感染が判明した患者が4-

5倍に増加していた。また、今年度、郵送検査での
感染判明事例が複数名いた。 

北海道大学病院の活動状況としては、後述する北
海道ブロックの研修会を主催または各地域の研修会
の支援を行った。 

図1　北海道におけるHIV・AIDSの新規患者数

図2　北海道における年齢区分別患者数（2021年）

図3　北海道の保健所等におけるHIV抗体検査件数

図4　北海道大学病院における患者数の推移

表1　北海道ブロックの拠点病院別患者数

（件）
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3. 北海道ブロック内の研修会等の開催状況 
【北海道ブロック内研修会・協議会の開催】 
  ● 2021度北海道HIV/AIDS医療者研修会、Web オ
ンデマンド開催、2021年6月1日～30日 

  ● 北海道エイズブロック拠点病院HIV/AIDS看護師
基礎レベル研修、Web オンデマンド開催、2021

年7月1日～14日 

  ● 北海道エイズブロック拠点病院HIV/AIDS看護師
研修会、Web開催、2021年9月11日 

  ● 北海道ブロック都道府県・エイズ治療拠点病院等
連絡会議、ハイブリッド開催、2021年10月8日 

  ● 北海道ブロック拠点病院HIVカウンセラー専門
職研修、Web開催、2021年11月6日 

  ● 道北・オホーツク地区エイズ拠点病院等連絡協
議会、Web開催、2021年11月8日 

  ● 道北・オホーツク地区研修会、Web開催、2021

年11月8日 

  ● 北海道ブロック拠点病院ソーシャルワーカー連
絡会、Web開催、2022年1月22日 

  ● 北海道HIV/AIDS歯科医療研修会、ハイブリッド
開催、2022年2月5日 

  ● 道央地区エイズ拠点病院等連絡協議会、Web開
催、2022年2月22日 

  ● 道央圏HIV感染症セミナー、Web開催、2022年
2月22日 

【北海道大学病院内研修会】 
  ● 北海道大学病院HIV学習会 

昨年度作成した、医療端末からオンデマンドで視
聴できる学習動画を改訂した。各動画の視聴回数を
以下に示す。 

    ● 動画1. HIVの基礎知識：115回 

    ● 動画2. HIV感染症の治療と予後：69回 

    ● 動画3. HIV感染症の動向：67回 

    ●  動画4. HIVによる針刺し切創・体液曝露時の対応： 

61回 

  ● 院内出前研修 

　1回（総合外来） 

【北海道大学病院 出張研修（Web 開催）】 
  ● 札幌市内：6施設 

  ● 札幌市外：4施設　 

【北海道HIV ネットワーク参加状況】 
  ● 北海道HIV歯科ネットワーク：61施設、前年比： 

±0件 

  ● 北海道HIV透析ネットワーク：60施設、前年
比：+6件（図6） 

  ● 北海道HIV福祉サービスネットワーク：登録施
設：84施設、前年比：-3件、紹介可能施設：710

施設、前年比：-18件（表2） 
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図5　新規未治療患者の初診時CD4数・病期・紹介元
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D．考察 
2021年の北海道ブロックの新規感染者数は、27

名であり、COVID-19拡大前の2019年以前と比較す
ると少なめで推移していた（図 1）。しかしなが
ら、図3に示すように、2021年の保健所等における
HIV抗体検査件数は、1997年以降最低の件数であ
り、検査件数の減少に伴う見かけ上の新規感染者数
の低下の可能性が考えられた。また、例年同様、
AIDS発症でHIV感染症が判明した症例は年齢が上
がるにしたがって多くなっていたことから（図
2）、中・高齢者の検査啓発を一層強化する必要が
あると考えられた。保健所等におけるHIV抗体検査
件数は、COVID-19の感染拡大に伴い大幅に減少し
ているが（図3）、COVID-19の感染終息の見通し
が立たないことから、今後は、保健所以外での検査
体制の構築が必要と考えられた。特に、郵送検査
は、受検者のプライバシーが守られ、時間の制約も
ないため、多くの年齢層に受け入れられる可能性が
あると考えられる。 

北海道内の拠点病院の診療実績にはここ数年大き
な変化はなく（表1）。多くの患者はブロック拠点
病院に通院していた。北海道大学病院の定期通院者
は350名を越えており、患者数に応じたスタッフの
確保が課題となっている。遠方からの通院患者も少
なくないため、今後は患者居住地域への患者の逆紹
介もより積極的におこなっていく必要があると考え
られた。 

北海道大学病院における新規未治療患者の検討に
おいて（図5）、感染判明のきっかけとして保健所
等での自発検査が減少している一方で、今年度初め
て郵送検査で陽性が判明した患者の受診が複数あっ

た。COVID-19感染拡大による保健所等での検査休
止によって、検査の方法も多様化してきたものと考
えられた。また、昨年度同様、献血での感染判明が
多くなっていることは、検査目的で献血を受けてい
る可能性も懸念された。 

北海道ブロック内の研修会等の開催状況について
は、昨年度はことごとく予定していた研修会の中止
を余儀なくされたが、今年度はほぼ例年通りの研修
会をZoomなどを用いて行うリアルタイムの研修会
と、講演動画を作成してオンデマンドで視聴できる
研修として開催した。研修後のアンケートでは、オ
ンデマンドだと自由な時間に視聴できてよかったと
いうものや、現地開催よりもWeb開催の方が参加し
やすいという意見もあり、広い北海道において、
COVID-19終息後の研修の開催方法は検討の余地が
あると考えられた。また、昨年に引き続き北海道大
学病院内のHIV学習会も、内容をアップデートして
医療端末からオンデマンドで視聴できるようにした
が、のべ300回を超える視聴があった。対面での研
修会では参加人数は数十名だったことを考慮する
と、経年的にオンデマンド配信する方法も有用な研
修手段であると考えられた。 

昨年度改訂した｢HIV感染症診断・治療・看護マニ
ュアル Web版｣は、2021年1月から2021年12月まで
に1518件のアクセスがあり、北海道内のHIV感染症
/AIDS診療の一助となっているものと考えられた。 

北海道では、HIV感染者の紹介を円滑に進めるた
めに、歯科・透析・福祉サービスに関するHIV診療
ネットワークを構築している（図6、表2）。ネッ
トワークの登録状況は、歯科ネットワークは昨年度
と変わりなく、透析ネットワークは6施設増加し
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表2　北海道HIV福祉サービスネットワーク登録施設

図6　北海道HIV透析ネットワーク
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た。特に、行政から北海道内の透析施設にネットワ
ーク参加依頼を送付してもらったところ、速やかに
5件の登録があったことから、HIV診療ネットワー
クの拡大には行政との連携が効果的であると考えら
れた。透析ネットワークの実績として、今年度は
HIV感染者の旅行者透析の依頼が 1件あったが、
COVID-19感染蔓延のため、旅行者透析自体を受け
入れている施設がなかった。維持透析に関しては、
2件の相談があり、いずれも速やかに受け入れ施設
がきまった。福祉サービスネットワークの登録施設
は3施設減少したが、いずれも参加施設の事業縮小
や閉所が原因であり、COVID-19の感染拡大が関与
したものと考えられた。 

北海道におけるHIV診療の課題として、いまだ一
般医療機関でのHIV感染者の診療拒否が少なからず
みられることがあげられる。今年度はHIV感染症を
理由にコロナワクチンの接種を一般医療機関で断ら
れた事例もあった。今後も研修会の開催や行政との
連携で、HIV感染者に対する差別撤廃に寄与してい
きたい。 

E．結論 
コロナ禍に対応しつつ、Webによる研修会や、研

修動画のオンデマンド配信などにより、北海道ブロ
ックのHIV感染症の診療水準の向上に一定の成果が
得られたと考えられる。 

F．健康危険情報 
該当なし 

G．研究発表 
1. 論文発表 
1) 遠藤知之、後藤秀樹、荒 隆英、長谷川祐太、
横山翔大、高橋承吾、米田和樹、橋本大吾、橋
野 聡、豊嶋崇徳：HIV関連悪性リンパ腫の臨床
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